
埼玉県地方産業教育審議会

〜圧倒的に先頭を走る商業高校のフロントランナー校〜

埼玉県立浦和商業高等学校

建議「本県における商業教育の在り方について～新しい時代のニ
ーズに応えるビジネス教育を目指して～（令和３年３月）」に対
する取組状況について ～浦和商業高校の場合～

１



建議に対する取組状況１

【浦商ポイント✌】
スクール・ポリシー

目指す学校像や重点目標の
より高い実現

↓
様々な下位目標や下位計画
につながりをもってブレー
クダウン

浦商スクール・
ポリシー →

２

【スクール・ポリシーの設定】



建議に対する取組状況２
【マーケティング分野やマネジメント分野の強化】

１ マーケティング分野の強化
商業科における「マーケティング」の必履修化
※ 情報処理科については、ＩＴパスポート試験などの学び
通じて、マーケティング分野の学びを補完する。

２ マネジメント分野の強化
（１）商業科における「ビジネス法規」の必履修化
（２）商業科・情報処理科における「ビジネス・マネジメ

ント」の選択履修化
（３）商業科における「グローバル経済」の選択履修化

※ 商業に関する学科には、「会計分野」「ビジネス情報分野」
と「マーケティング分野」「マネジメント分野」の４分野が
ある。（後者は前者に比べて、その学びが弱いとの指摘有）

【浦商ポイント✌ 】

商業科目の体系的・系統
的な学び

↓

商業の知識・技能に関す
る「メタ認知」の向上

３



【例】リテールマーケティング・コンテスト（リテコン）の推進

１ リテコンの説明 ２ 学習教材の提供

【設置要項等】
コンソーシアム設
置要項などを掲載

【リテコン紹介】
過去のリテコン動
画を掲載

【リテコン広場】
リテコンの過去問題や教科書準
拠問題を掲載

【リテコン
NOW！】

リテコンの最
新情報を掲載

リテコン
の裾野
の拡大

〇 リテコンは、日本大学商学部の岸本徹也教授が主宰する商業高校生対象のクイズ大会（早押
し問題＋チーム問題＋ケース問題）

〇 その運営母体は「リテコンソーシアム in 埼玉」（日本大学、日本販売士協会、深谷商業・浦和商業高校）

〇 リテコンは埼玉県産業教育フェアにおいて開催 （令和４年１１月１２日［土］＠大宮ソニックシティ）

Google Classroom「リテコンソーシアム in 埼玉」における絆

４

事務局↓



【例】Google Classroom「リテコンソーシアム in 埼玉」による学びの拡大

１ これまで（令和２・３年度）のリテコンの限界
一部の商業高校・商業科教員・商業高校生の取組であった。

２ リテコンを活用した商業教育モデルへの発展の可能性
多くの商業高校や商業科教員、商業を学ぶ生徒を巻き込んでいく仕組や仕掛けが必要

⇒ 普段の「マーケティング」の授業の中で、教材として使えるコンテンツの提供が必要

授業を通じた多くの生徒の学び
（Google Classroomに提供された学習・指導教材の利活用）

出場選手の校内選考など

リテコンの開催

リテコンを頂点とした
「学びのピラミッド図」

指導方法や教材の評価・改善

５



建議に対する取組状況３
【探究活動の推進とその前提となる基礎力の育成】

１ 探究基礎力の養成 ～思考ツールやＩＣＴの活用～

「ビジネス基礎」（１年次）や「マーケティング」（第
２年次）などにおいて、「主体的・対話的で深い学び」を
進めるとともに、探究活動の４ステップ（❶課題の設定、
❷情報の収集、❸整理・分析、❹まとめ・表現）を実践す
る場面を設ける。

※ 埼玉県商業教育研究会「教材開発委員会」（令和３・
４・５年度稼働）の開発教材を使用する。

２ 探究応用力の発揮 ～本格的な探究活動の推進～

カリキュラム・マネジメントの中核である「総合的な探
究の時間」の代替えである「課題研究」（３年次）で本格
的な探究活動を進める。

【浦商ポイント✌ 】

１・２年次：
探究活動の基礎体力づ
くりやキャッチボール、
トスバッティングなど

↓
３年次：
探究活動の試合

６



アンケート集計アプリ「Ｍｅｎｔｉｍｅｔｅｒ」を使用（ｎ＝６２８）

【証拠】令和４年度第１学期終業式「校長講話」の中で実施❶ ７

納得解を導くには、相手
の話を整理して理解し、
自分の考えを筋道立てて
説明する力が必要！！

かなり多い
（３７）

やや多い
（７４）

どちらとも言え
ない（１６７）

やや少ない
（２７９）

かなり少ない
（７１）



８

アンケート集計アプリ「Ｍｅｎｔｉｍｅｔｅｒ」を使用（ｎ＝５４０）

【証拠】令和４年度第１学期終業式「校長講話」の中で実施❷

現在の学びに求められ
ている「問いを立て
る」教育

校長講話「プレゼン資料」
（第１学期終業式）

課題の設定
（２２４）

情報の収集
（６８）

整理・分析
（１３２）

まとめ・表現
（１１６）



【例】外部連携授業の推進 ９

ビジネスアイデアの創出
～課題研究「ビジネスアイデア甲子園
（大阪商業大学）」に向けた取組～

髙見啓一星槎道都大学准教授

「検定試験の勉強はビジネス
アイデアの考案などの応用や
実践に役立つとともに、応用
や実践を行うにはその基本と
なる知識が必要だ。」

中間発表後、講師によるオン
ラインコメント

「これは類似商品が発表さ
れている。でも、それは発
想が良いということ。既存
商品との差別化をアピール
すると良い。」

ビジネスプランの創出
～総合情報実習「高校生ビジネスプラン・グラ
ンプリ（日本政策金融公庫）」に向けた取組～

グループで、ビジネスプラン
を創出

「相手の話を整理して理
解し、自分の考えを筋道
立てて説明。」

質問が健全な批判力を
育成

「クリティカルな質問が
アイデアを精緻化させる。
加えて、クラスの寛容な
風土が切磋琢磨を生
む。」

学校知→
日常知
（実学）



建議に対する取組状況４
【自校の在り方・目指す方向性を明確にする

特色ある商業高校づくりの推進】

１ 学校自己評価システムシートへの表記
～目標の共有化と連鎖を図る～

・知識・技能の習得と探究的な学びの推進について、年
３回の評価・改善を行う。

２ カリキュラム・マネジメントに生徒を巻き込む
～子どものカリマネの推進～

・評価・改善には、学びの主体である生徒を巻き込む。

【浦商ポイント✌ 】

〇組織の３要素
コミュニケーショ
ン・協働の意欲・共
通の目標（バーナー
ド）

〇学習する学校（セン
ゲ）、子どものカリ
マネ（田村）

10

学校自己評価システムシート
１回目の評価・改善結果 →



11【証拠】令和４年度第２学期始業式「校長講話」で公表❶

※ 生徒に対して第１学期末にGoogle Formで実施



12【証拠】令和４年度第２学期始業式「校長講話」で公表❷

※ 第１学期末にGoogle Formで実施

：９％
発言や発表が
苦手な生徒には、
ＩＣＴでフォロー

：２％

：３３％

：３４％

：１７％

：４％

※ 生徒に対して第１学期終業式においてMentimeterで実施



※ 教員に対して第１学期末にGoogle Formで実施

13【証拠】令和４年度第２学期始業式「校長講話」で公表❸

校長講話「プレゼン資料」
（第２学期始業式）



令和６年度の本格的な探究活動に向けて

新教育課程元年度入学生である第１学年が、本格的な探究活動を
実施する「課題研究」（３年次）に向けて・・・

14

〇 探究的な学びの基礎力を育成

〇 「課題研究」のカリキュラムを編成

浦和商業高校では、
資格取得で知識・技能を育むとともに、

ビジネスに関する探究活動で応用力・創造力を育くむ。

資格+探究の両
立と相乗効果



埼玉県地方産業教育審議会

〜圧倒的に先頭を走る商業高校のフロントランナー校〜

埼玉県立浦和商業高等学校

建議「本県における商業教育の在り方について～新しい時代のニ
ーズに応えるビジネス教育を目指して～（令和３年３月）」に対
する取組状況について ～浦和商業高校の場合～

15

浦商の学校経営や教育活動の
レポートは・・・

☜ 「校長ブログ」でどうぞ


